
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
第
１
弾

【雪
も
の
が
た
り
２
０
１
９
】

２
月
10
日
（
日
）
、
冬
を
明
る
く
元

気
に
乗
り
切
ろ
う
と
、
道
の
駅
「
東
由

利
」
を
会
場
に
市
観
光
協
会
東
由
利
支

部
主
催
に
よ
る
雪
も
の
が
た
り
２
０
１

９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
冬
ら
し
い
雪
が
降
り
注
ぐ
天

気
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
家

族
連
れ
が
会
場
を
訪
れ
、
約
２
，
５
０

０
人
の
入
り
込
み
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

人
気
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

体
験
で
は
、
体
験
を
待
つ
参
加
者
で
長

蛇
の
列
が
で
き
る
人
気
ぶ
り
を
見
せ
た

ほ
か
、
雪
中
宝
さ
が
し
で
は
、
１
１
０

人
の
参
加
枠
が
早
々
に
埋
ま
る
な
ど
、

朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
人
で
溢
れ
か
え

り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
除
雪
車
の
乗
車
体
験
、
親

子
ソ
リ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ご

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
超
神
ネ
イ
ガ
ー
と
ジ
オ

ン
が
登
場
し
、
一
緒
に
子
ど
も
と
餅
を

つ
く
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
雪

国
の
楽
し
さ
を
存
分
に
感
じ
た
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
奨
励
員
主
催
「
大

人
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
Ｄ

Ａ
Ｙ
事
業
」
を
開
催

１
月
26
日(

土
）
に
「
大
人
と
子
ど
も

の
サ
ポ
ー
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
事
業
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
由
利
本
荘
・
に
か
ほ

地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
連
絡
協
議
会

(

佐
藤
増
子
会
長)

が
主
催
し
、
児
童
と

保
護
者
を
対
象
に
各
種
体
験
教
室
を
地

域
輪
番
制
で
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
東
由
利
有
鄰
館
を
会
場
に

「
も
ち
つ
き
体
験
・
小
物
飾
り
づ
く
り

体
験
」
が
開
催
さ
れ
、
児
童
と
保
護
者
、

生
涯
学
習
奨
励
員
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
も
ち
つ
き
体
験
で
は
、
か
け
声
に

合
わ
せ
て
杵
を
手
に
懸
命
に
お
餅
を
つ

き
、
そ
の
後
、
皆
で
お
雑
煮
や
小
豆
・

き
な
こ
餅
に
し
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
物
飾
り
づ
く
り
体
験
で
は
、
講
師

の
大
庭
佳
子
さ
ん
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、

コ
ー
ス
タ
ー
を
使
っ
た
装
飾
小
物
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
思
い

思
い
の
作
品
に
仕
上
げ
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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1月31日現在住民基本台帳 1,250世帯・3,321人(男1,617人・女1,704人) 前月0人

超神ネイガーによる餅まき

真剣に楽しく作りました

貴重な体験をしました



高
橋
宏
幸
賞
優
秀
作
品
展
・

原
画
展
を
開
催

１
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
、
ぷ
れ
っ

そ
と
湯
楽
里
を
会
場
に
、
ま
た
25
日
か

ら
28
日
ま
で
市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ

を
会
場
に｢

第
27
回
高
橋
宏
幸
賞
感
想

文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
作
品

展
・
原
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
で
も
カ
ダ
ー
レ
会
場
に
は
、
約
７

４
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
園
児
や
児

童
の
素
晴
ら
し
い
作
品
と
高
橋
宏
幸
先

生
の
原
画
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
好
評

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
来
年
度
の
開
催
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

市
臨
時
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
東
由
利
地

域
体
育
施
設
管
理
人
）

市
教
育
委
員
会
で
は
４
月
１
日
か
ら

雇
用
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

▼
職
種

東
由
利
地
域
の
体
育
施
設
管

理
人

▼
勤
務
内
容

施
設
の
保
守
・
維
持
管

理
、
環
境
整
備

▼
募
集
人
数

２
人

▼
勤
務
時
間
等

週
５
日
勤
務

▼
応
募
資
格
等

普
通
自
動
車
運
転
免

許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

▼
応
募
方
法

２
月
20
日
ま
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹
介
状
と
履
歴
書

を
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
西
目
総

合
支
所
内
）
へ
提
出

▼
問
合
せ
先

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０)

由
利
耕
心
大
学
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

▼
講
座
期
間

４
月
～
12
月
（
毎
月
１
回
）

▼
時
間

10
時
～
15
時
ま
で
（
１
日
２
講

座
）

▼
場
所

西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

▼
講
師

県
内
の
大
学
教
授
、
有
識
者
、

活
躍
し
て
い
る
著
名
人
な
ど

▼
科
目

社
会
・
経
済
・
教
育
・
文
化
・

歴
史
・
自
然
・
福
祉
・
環
境
等

▼
対
象

由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
に

居
住
す
る
50
歳
以
上
の
方

▼
学
費

年
額
４
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

３
月
18
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

（
家
ノ
下

小
松
進
さ
ん

69-

２
４
９

５
）ミ

ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交
流
会

を
開
催
し
ま
す

毎
月
最
終
水
曜
日
は
、
ミ
ニ
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
の
日
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
体
育
施
設(

東
由
利
地
域)

の

使
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
東
由
利
体
育
館
に
て
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

冬
期
間
の
運
動
不
足
に
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
友
人
・
家
族
を
誘
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
27
日(

水)

19
時
～

▼
場
所

東
由
利
体
育
館

▼
参
加
料

無
料

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

銃
器
を
使
用
し
た
有
害

鳥
駆
除
を
実
施
し
ま
す

八
塩
い
こ
い
の
森
地
内
に
お
い
て
、

銃
器
を
使
用
し
た
有
害
鳥
駆
除
を
次
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
有
害
鳥
（
ウ
ソ
）
に
よ
る
、

同
地
内
の
桜
の
食
害
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

付
近
で
は
駆
除
の
た
め
、
銃
器
に
よ

る
発
砲
が
行
わ
れ
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
駆
除
期
間

３
月
20
日
（
水
）
ま
で
（
予
定
）

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

どれもすばらしい作品です



乗車人数 乗車率 乗車人数 乗車率 乗車人数 乗車率

八塩線 703人 0.71人 1,960人 0.70人 1,640人 0.90人

法内線 592人 0.85人 1,176人 0.84人 960人 0.81人

路線名 乗車人数 月平均回数 乗車人数 月平均回数 乗車人数 月平均回数

大吹川線 75人 10.0回 204人 12.1回 181人 14.2回

路線名

※乗車率＝1便あたりの乗車人数

※大吹川線の月平均回数は予約運行の回数

平成28年度（6ヶ月間） 平成29年度 平成30年度（～1月）

コミュニティバス情報

東由利コミュニティバスは、平成28年10月の運行開始から２年余りが経ちました。おか

げさまで、これまで無事故で運行できています。

これまでの利用状況をお知らせします。

これまでのところ、八塩線と大吹川線は徐々に利用が増えてきています。東由利地域では、

降雪期になると利用が増える傾向にあり、自家用車に替わる冬季間の安全な交通手段として

注目されます。

大事な地域の交通手段として、路線の維持のためにも積極的なご利用をお願いいたします。

利用案内
[運行日]

○八塩線 （八塩いこいの森・石高～道の駅東由利） 月～金曜日（祝日を除く）

○法内線 （高村・小倉～道の駅東由利） 月・水・金曜日（祝日を除く）

○大吹川線（大平等～道の駅東由利） 火・木曜日（祝日を除く）

[乗り方]

①バス停でご乗車ください。②バス停以外の路線上でも、手をあげてご乗車いただけます。

③大吹川線は予約制です。お気軽にお電話でお申し込みください。お申し込みは午前の便

は前日の21時まで、午後の便は当日９時までにお願いします。

※申し込み（東交通 69-２５１７）

[運賃]

○大人（中学生以上） ２００円 ○小学生 １００円 ○未就学児 無料

[回数券]

○大人 ２千円（11回分ですので、1回分おトクです。バス内でお求めください。）

[半額利用者制度]

65歳以上で運転免許を自主返納した方に半額利用者証を交付します。

市内コミュニティバス全路線利用可。 ※詳細についてはお問い合わせください。

[無料利用者証]対象

①身体障害者手帳交付者 ②精神障害者保健福祉手帳交付者

③療育手帳交付者 ④生活保護受給者 ⑤特定疾患医療受給者証交付者

⑥戦傷病手帳交付者 ⑦被爆者健康手帳交付者

⑧介護保険制度による要介護または要支援認定者 ⑨児童福祉法の規程施設入所者

※各種手帳、認定証等をご持参で市民サービスに申請してください。

（市民サービス課 ６９－２１１０）



イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
実

践
の
場
と
し
て
東
由
利

体
育
館
を
開
放
し
て
い

ま
す

現
在
、
18
人
の
方
が
使
用
登
録
し
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
速
歩

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
の
た
め
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
開
放
日

毎
週
木
曜(

祝
祭
日
除
く)

10
時
～
11
時

▼
場

所

東
由
利
体
育
館

※
開
放
日
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
事
前
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
未
経
験
で
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
69-

２
１
１
７)

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

山
菜
を
販
売
し
て
み
ま

せ
ん
か

山
菜
の
販
売
に
関
す
る
情
報
交
換
会

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

今
ま
で
山
菜
の
販
売
を
行
っ
た
こ
と

の
無
い
方
で
今
後
販
売
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日

時

２
月
28
日
（
木
）
14
時
～

▼
場

所

東
由
利
総
合
支
所

２
階

第
３
会
議
室

▼
参
加
料

無

料

▼
内

容

昨
年
の
山
菜
の
売
れ
筋
等
の
情
報
交

換
や
今
年
の
集
荷
予
定
に
つ
い
て

▼
申
込
期
限

２
月
22
日
（
金
）
ま
で

産
業
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

日
脚
伸
ぶ
畳
目
一
つ
の
例
え
と
か

船

木

大

庭

喜
右
衛
門

朝
霧
に
墨
絵
ぼ
か
し
の
雪
景
色

館

西

菊

地

敬

子

舞
い
降
り
る
白
い
天
使
が
多
す
ぎ
る

湯
出
野

佐

藤

則

子

圧
巻
の
雪
の
鳥
海
永
久
に
あ
れ

下
小
路

小

野

貞

子

築
百
年
隙
間
風
に
は
ガ
ム
テ
ー
プ

中

通

森

川

九
二
男

肥
橇
の
牧
歌
風
景
始
ま
り
ぬ

横
小
路

小

松

丈

介

山
一
つ
月
夜
に
越
え
し
野
兎
の
跡

秋
田
市

嵯

峨

義

之

「さっさか歩き」と「ゆっく

り歩き」を数分間ずつ交互にく

り返すウォーキング！

脳トレ体操で頭を活性化しよう！

▼日 時 ２月２１日（木）１３時３０分～１５時

▼場 所 有鄰館

▼講 師 認知症予防脳トレ士 齋藤真弓氏

▼対 象 者 概ね６５歳以上の方

▼参加申込 ２月２０日（水）まで由利本荘市社会福

祉協議会東由利支所（６９－２１３５）

までお申込みください。

雪
へ
の
警
戒
・
注
意
に
つ
い
て

今
年
も
強
い
寒
波
が
到
来
し
、
雪
お
ろ
し
作
業
中

の
事
故
や
雪
の
重
さ
で
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
、
各

地
で
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

２
月
12
日
段
階
で
東
由
利
（
老
方
）
の
積
雪
は
１

２
０
㎝
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
雪
害
に
対
す
る
警

戒
が
必
要
で
す
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
自
宅
周
辺
の
雪
下
ろ
し
の
際

に
は
、
「
準
備
を
整
え
る
」
「
２
人
以
上
で
作

業
す
る
」
「
周
囲
に
気
を
配
る
」
な
ど
十
分
に

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
の
除
雪
に
つ
い
て
、
安
全
に
注
意
し

て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
安
全
用
具
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
０
）


